
「

190

「

26¶000

190

26¶000

70

9¶000

120

16¶000

460

61¶000

別
表
中

460

を

61¶000

に
改
め
る
。

850

112¶000

1¶230

163¶000

チ ャ ッ ト

チ ャ ッ ト

ミャンマー

」

ミャンマー

」

附
則
第
三
項
の
表
中

「

ミャンマー

チ ャ ッ ト
185

46

123

31

15

15
」

を
「

ミャンマー

チ ャ ッ ト
24¶500

6¶100

16¶300

4¶100

2¶000

2¶000
」

に
改
め
る
。

平成™›年�月™ 日 金曜日 (号外第˜›™号)官 報

（
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
外
務
省
令
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
以
後
に
旅
券
法
施
行
令
（
平
成
元
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
の
申
請

を
す
る
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
こ
れ
ら
の
処
分
の
申
請
を
し
た
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
旅
券
法
施
行
令
及
び
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
に
関
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
旅
券
法
施
行
令
第

三
条
第
一
項
の
適
用
を
受
け
て
外
国
に
あ
る
者
が
国
外
に
お
い
て
行
う
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同

日
前
に
そ
の
申
請
を
し
た
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
外
務
省
令
第
十
一
号

旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
二
十
条
第
四
項
、
旅
券
法
施
行
令
（
平
成
元
年
政
令
第
百
二

十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
旅
券
法
施
行
令
及
び
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料

の
額
を
定
め
る
省
令
及
び
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
及
び
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
八
年
外
務
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
四
十
六
号

財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
六
条
第
六
項
、
第
十
七
条
第
二
項
、

第
二
十
三
条
第
六
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
二
項
並
び
に
財
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五

十
号
）
第
八
十
一
条
第
三
項
及
び
第
八
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、

財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

財
務
大
臣

安
住

淳

財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

財
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
財
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
税
関
情
報
管
理
官
」
を
「
税
関
情
報
監
理
官
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
三
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
の
見
出
し
を「（
広
域
災
害
実
地
監
査
官
及
び
予
算
執
行
調
査
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
司
計
課

に
、」の
下
に
「
広
域
災
害
実
地
監
査
官
一
人
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

広
域
災
害
実
地
監
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
広
域
的
な
災
害
に
関
す
る
災
害
復
旧
事
業
費
の
決
定
に
係
る
実
地
監

査
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
処
理
す
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
政
府
出
資
室
」
の
下
に
「
並
び
に
国
有
財
産
有
効
活
用
企
画
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
政
府
出
資
室
」
の
下
に
「
並
び
に
国
有
財
産
有
効
活
用
企
画
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項

と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
有
財
産
有
効
活
用
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
国
有
財
産
企
画
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
な
専
門
的
事
項
に

つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
当
た
る
。
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